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天
界
第
±
號
附
説
楚
韓
楚
埋
樋
盟
遠
里
響

天

　　

ｶ
　
語

　
　
　
　
　
　
　
海

（
き
の
部
…
…
…
綾
き
）

　
　
彙

老
　
恒
　
治
編

馨
よ
く
き
ょ
・
り
極
距
離
（
℃
9
母
U
禦
窪
8
）
。
天
球
上
の
北
極

　
或
は
南
極
か
ら
或
三
曹
の
角
題
離
を
云
ふ
。
普
通
は
北
極

　
距
離
（
Z
霞
目
℃
o
図
母
U
蜂
9
づ
8
或
は
略
し
て
区
．
雪
U
）
が
用

　
ゐ
ら
れ
る
。

き
よ
く
こ
う
極
光
（
〉
罎
。
鑓
Φ
）
。
オ
、
ー
ワ
ラ
を
見
よ
。

蓼
よ
く
じ
く
極
寒
（
℃
。
一
碧
諺
朔
ε
。
赤
道
儀
式
事
蓮
鏡
を
支
へ

　
た
軸
の
中
で
地
球
の
廻
韓
軸
に
李
毒
し
た
も
の
を
極
軸
蓬

　
云
ふ
。

暮
よ
く
せ
い
極
星
（
℃
○
一
〇
　
ω
叶
9
機
）
。
天
球
上
に
於
て
極
に
近
く

　
め
じ
る
し

　
目
印
に
な
る
星
を
云
ふ
。
今
日
北
極
の
近
所
に
あ
る
小
能
…

　
座
ア
星
は
所
謂
北
極
星
ε
呼
ば
れ
て
頗
る
便
利
な
星
で
あ

　
る
。
南
極
に
は
此
の
種
の
星
が
無
い
。
今
よ
り
四
千
年
前

　
は
龍
座
ア
星
が
北
極
星
で
あ
っ
た
。

昏
よ
く
ち
よ
く
け
b
極
直
黒
（
℃
○
嶋
㊤
】
幽
）
一
気
∋
O
酢
①
H
）
。
遊
星
膿
の

　
両
極
の
方
向
に
測
っ
た
直
脛
を
云
ふ
。
遊
星
は
何
れ
も
、

　
三
三
楕
三
三
で
あ
る
か
ら
、
極
直
裡
が
赤
道
直
裡
よ
り
も

　
短
い
。

暮
よ
く
の
ば
ん
に
ん
極
の
番
人
（
9
費
房
○
眺
誓
。
団
〇
一
①
）
。
小

　
熊
選
べ
星
ε
ガ
星
ざ
を
云
ふ
俗
稽
。

奮
よ
し
φ
り
よ
ム
ソ
ざ
互
瀞
開
自
町
座
（
］
ロ
。
＝
o
帥
昌
）
。
バ
イ
エ
ル
が
獲
鵬
明

　
し
た
南
天
の
星
座
で
鶴
座
の
南
…
に
あ
っ
て
毎
年
十
一
月
南

　
現
す
る
。
但
し
難
題
で
は
見
え
な
い
。
ア
星
が
三
等
級
其

　
他
書
微
光
。
第
四
七
番
は
肉
眼
で
も
見
え
る
程
度
の
光
で

　
あ
る
が
望
遽
鏡
で
は
立
涙
な
星
團
で
あ
る
事
が
解
る
。

欝
よ
し
や
ざ
叡
者
座
（
≧
三
σ
q
ρ
）
。
北
天
ト
レ
ミ
ー
星
座
の
一

　
で
、
ペ
ル
シ
ユ
ウ
ス
、
牡
牛
隻
子
諸
星
座
の
聞
に
あ
る
。

　
冬
天
を
飾
る
美
は
し
い
も
の
＼
↓
っ
で
あ
る
。
7
星
は
ヵ

　
ペ
ラ
ε
云
ひ
太
陽
種
の
一
等
星
で
あ
る
。
ア
ペ
テ
イ
四
星

　
は
牡
牛
座
の
べ
星
ε
共
に
可
成
り
好
い
五
角
形
を
撃
っ
て

　
居
る
。
テ
星
の
南
に
M
三
七
番
ε
云
ふ
平
信
が
あ
る
。
叉

　
牡
牛
座
べ
星
（
之
は
叉
駅
者
座
が
星
ε
も
云
ふ
）
の
北
に
一

　
八
九
二
年
新
星
が
表
は
れ
た
。
墨
プ
星
は
有
名
な
攣
光
星

　
で
あ
る
。

窒
よ
し
や
ざ
し
ん
せ
い
尊
者
座
新
星
（
宏
・
話
諺
舞
曲
σ
q
器
）
。
一
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八
九
二
血
＋
一
月
二
十
三
目
謀
央
人
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（
門
．
》
旨
1

　
α
o
話
8
）
が
叡
者
座
の
南
端
に
嚢
指
し
た
も
の
で
あ
る
が
。

　
ハ
ー
ヴ
ア
ー
ド
爲
眞
槍
査
の
結
果
此
星
は
其
前
年
末
既
に

　
四
等
星
に
揮
い
て
居
っ
た
ざ
知
れ
た
。
光
は
そ
れ
以
上
増

　
加
せ
す
三
月
の
中
頃
か
ら
急
に
衰
え
て
四
月
の
末
に
は
全

　
く
見
え
な
く
な
つ
だ
。
此
の
星
は
三
見
後
ス
ペ
ク
ト
ル
の

　
槻
測
が
盛
ん
に
行
は
れ
其
結
果
新
星
猫
特
の
輝
線
暗
線
両

　
立
し
だ
有
様
が
始
め
て
明
瞭
に
認
め
ら
れ
だ
。
近
年
有
名

　
な
新
星
の
一
で
あ
る
。

き
ょ
う
と
だ
い
が
く
て
ん
屯
ん
だ
ト
京
都
大
學
天
女
塁
。
京

　
榔
帝
國
大
畢
理
學
部
宇
宙
物
理
學
敏
室
の
附
属
で
、
明
治

　
四
十
三
年
七
吋
赤
道
儀
が
設
備
せ
ら
れ
た
の
を
始
め
ざ
し

　
其
後
リ
ー
ラ
レ
ル
の
標
準
時
計
、
ザ
ー
ト
リ
ュ
ー
ス
の
太

　
陽
鏡
プ
レ
シ
ヤ
」
の
十
吋
反
射
鏡
等
が
漸
時
加
え
ら
れ
た

　
始
め
か
ら
新
城
博
士
が
圭
任
で
あ
る
。
大
正
八
年
佐
々
木

　
氏
四
吋
赤
道
儀
を
以
っ
て
本
邦
最
初
の
彗
星
を
獲
見
し
次

　
い
で
等
等
年
百
濟
氏
本
邦
第
二
回
の
彗
星
獲
見
を
な
し
た

暮
よ
⑪
の
陀
ん
ト
距
離
の
群
雲
（
q
良
工
。
州
O
憲
露
8
）
天
丈
學

　
上
の
距
離
は
左
の
如
き
、
種
々
の
軍
位
に
由
っ
て
表
は
さ

　
れ
る
。

　
　
地
球
赤
道
牢
経
（
六
三
七
八
粁
）
太
陽
系
の
諸
天
艦
の
大

　
　
　
さ
等
に
用
ゐ
ら
れ
る
。

　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
天
文
輩
位
（
諺
弩
9
5
邑
。
巴
9
萱
）
（
一
五
〇
〇
〇
萬
粁
）

　
　
　
太
陽
系
内
の
天
騰
相
互
の
距
離
を
云
ふ
時
に
用
う
。

　
　
ヤ
　
　
で
　
　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
パ
三
聖
ッ
ク
（
鵠
畦
ω
9
）
年
週
面
差
一
秒
の
距
離
。
二
〇

　
　
　
⊥
ハ
ニ
六
五
天
真
軍
位
、
叉
は
三
・
二
六
光
年
に
相
當
す

　
　
　
之
は
恒
星
相
互
の
距
離
を
表
は
す
に
用
み
る
も
の
で

　
　
　
あ
る
。

　
　
む
　
　
む

　
　
光
年
（
ご
σ
q
窪
く
の
胃
）
光
が
一
年
間
に
通
温
す
る
距
離
、

　
　
　
六
三
四
〇
〇
天
蓋
輩
位
、
之
は
恒
星
相
互
の
距
離
を

　
　
　
表
は
す
通
俗
無
位
で
あ
る
。

き
ん
が
　
銀
河
あ
ま
の
が
は
を
見
よ
。

ぎ
ん
が
け
ん
銀
河
圏
（
O
巴
9
。
a
。
Ω
「
色
。
）
。
　
銀
河
の
孕
均
位

　
置
に
沿
ふ
だ
大
事
で
赤
道
ξ
は
鷲
座
及
び
一
角
獣
座
で
交

　
は
り
そ
の
傾
斜
角
度
⊥
丁
霊
度
、
，
之
を
標
準
ε
し
て
銀
脛
銀

　
緯
を
測
る
。

キ
層
ラ
ー
（
ソ
彰
内
。
色
盲
）
。
　
米
櫃
リ
ヅ
ク
天
交
増
長
。
始
め

　
ア
レ
グ
ニ
ー
天
交
毫
に
於
て
ラ
ン
グ
レ
ー
激
授
の
指
導
の

　
下
に
主
ε
し
て
ス
ペ
ク
ト
ル
の
研
究
を
な
し
た
。
一
入
八

　
六
年
以
來
リ
ッ
ク
天
交
皇
で
同
じ
く
天
禮
の
ス
ペ
ク
ト
ル



3S

　
観
測
及
び
硯
線
蓮
度
を
観
測
し
多
く
の
獲
見
を
な
し
陀
が

　
土
星
の
環
に
つ
い
て
マ
ッ
ク
ス
ウ
ェ
ル
の
理
論
を
確
め
た

　
品
等
は
最
も
有
名
で
あ
る
。
　
一
入
九
一
年
ラ
ソ
グ
レ
ー
の

　
後
を
縫
い
で
ア
レ
ゲ
ニ
二
天
交
艶
紅
長
ε
な
り
、
一
八
九
八

　
年
更
．
に
叉
リ
ッ
ク
に
呼
ば
れ
て
其
毫
長
ε
な
り
專
ら
寓
眞

親
測
を
な
し
だ
。
（
一
醗
鍵
甦

羊
リ
シ
や
文
字
（
ρ
ω
箔
ピ
の
箒
「
ω
）
。
左
記
二
十
四
難
字
。
之

　
は
一
六
〇
三
年
バ
イ
エ
ル
が
星
圖
を
獲
養
し
た
時
各
星
座

　
中
の
星
に
つ
い
て
光
の
大
き
さ
の
順
序
に
番
葉
を
打
つ
積

　
り
で
α
β
…
…
…
ご
記
し
π
の
が
、
今
日
迄
用
ゐ
ら
れ
て

　
遂
に
星
の
名
の
如
く
に
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
。

　
　
ギ
リ
シ
ャ

　
　
　
　
字

μλκごθηζεδγβα三支；

古
音

ア
ル
フ
ア

ベ
ー
タ

ガ
ン
マ

デ
ル
タ

エ
プ
シ
ロ
ン

ゼ
ー
タ

エ
ー
タ

テ
ー
タ

イ
ナ
タ

カ
ソ
。
ハ

ラ
ム
ダ

ム
ー

ギ
サ
シ
ヤ

　
　
字

ン
戸
阿μ”卿臼ω

獲
　
音

ヌ
ー
グ
シ
ー

ナ
ミ
グ
ロ
ン

ビ
・
ー
ロ
ー
シ
グ
マ

タ
ウ
ウ
プ
シ
ロ
ン

7
イ
ー

ヒ
τ
．

プ
シ
ー

オ
メ
が

暮
⑪
ん
ざ
麟
麟
座
（
O
弩
Φ
喜
曽
三
春
誘
）
。
　
一
六
二
四
年
に
獲

　
表
し
た
ズ
ル
チ
ユ
ー
ス
の
星
座
の
一
。
北
極
附
近
か
ら
始

　
ま
っ
て
山
猫
、
駅
看
ペ
ル
シ
ウ
ス
諸
事
遽
迄
振
が
つ
て
ゐ

　
る
。
毎
年
の
始
め
頃
子
午
線
上
に
來
る
。
星
は
皆
四
等
星

　
以
下
で
あ
る
。

羊
ル
ヒ
末
ツ
7
（
O
・
四
．
屋
需
謬
。
塗
）
。
　
濁
逸
の
物
理
學
者
。

　
始
め
プ
レ
ス
ロ
ウ
大
學
の
激
授
次
い
で
ハ
イ
ヂ
ル
ベ
ル
ビ

　
大
駆
漱
授
ε
な
り
、
輻
射
に
冠
す
る
新
物
理
學
の
實
験
的

　
研
究
に
由
っ
て
ス
ペ
ク
ト
ル
孫
株
上
の
根
本
原
理
を
獲
見

　
し
た
。
一
八
七
四
年
以
後
は
ベ
ル
ソ
ン
大
迫
激
授
で
あ
っ

た
。
一
遇
姻
縫
）

き
ん
か
ん
し
ょ
く
金
環
蝕
（
》
自
色
寒
国
。
言
ω
o
）
。
日
蝕
の
一

　
種
で
月
ご
地
球
ε
の
距
離
が
比
較
的
大
な
る
場
合
に
地
球

　
上
か
ら
見
て
居
れ
ば
太
陽
面
の
中
央
部
が
隠
れ
て
縁
丈
け

　
は
金
環
の
如
く
灘
く
の
で
あ
る
。
此
場
合
太
陽
の
物
理
的

　
槻
測
は
殆
ん
ご
不
可
能
で
あ
る
。

慕
ん
選
う
き
ゆ
う
金
牛
宮
（
8
麟
舞
誘
）
Q
黄
遁
上
に
於
て
経
度

　
三
十
匿
か
ら
六
十
度
迄
を
云
ふ
。
太
陽
は
毎
年
四
月
二
十

　
一
日
頃
か
ら
五
月
二
十
日
頃
迄
に
通
過
す
る
。
昔
は
之
が

　
牡
牛
座
ど
略
一
致
し
て
居
っ
た
け
れ
ご
歳
差
の
π
め
に
漸
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聴
今
日
の
如
く
異
動
し
て
し
ま
つ
だ
。
今
日
金
牛
宮
の
原

　
黙
は
牡
羊
座
の
西
端
に
あ
る
．
、

き
ん
じ
つ
て
ん
近
日
黙
（
剛
学
び
窪
自
）
。
遊
星
や
彗
星
の
軌
這

　
上
に
煽
て
太
陽
に
最
も
近
い
黙
を
云
ふ
。

き
ん
ぜ
ト
金
星
（
＜
窪
器
）
。
　
地
球
の
内
側
を
廻
る
大
遊
星
の

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
ぬ

　
一
つ
。
支
那
名
太
白
。
太
陽
よ
り
の
卒
均
距
離
0
・
む
二

　
三
（
天
交
輩
位
）
。
公
韓
周
期
ニ
ニ
四
・
七
日
置
離
．
心
牽
O
・

　
○
〇
七
だ
か
ら
軌
道
は
頗
る
圓
に
近
い
。
我
地
球
ε
の
會

　
含
周
期
五
八
四
日
で
其
孚
は
香
の
明
星
其
他
は
曉
の
明
星

　
で
あ
協
。
最
大
隔
離
は
下
合
の
前
後
三
十
日
余
に
起
り
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
ナ
ス

　
陽
よ
り
四
五
度
以
上
離
れ
る
。
順
光
涯
頗
る
強
大
で
、
負

　
四
等
に
も
噂
す
る
事
が
あ
り
声
問
肉
眼
で
容
易
に
認
め
ら

　
れ
る
。
金
星
の
直
脛
は
我
地
球
の
九
割
七
歩
で
下
合
の
近

　
研
で
は
覗
宇
脛
⊥
ハ
0
秒
を
超
え
る
。
全
質
量
も
地
球
に
近

　
く
、
密
慶
も
水
の
五
倍
あ
る
。
金
星
の
自
轄
周
期
に
つ
い

　
て
は
カ
ッ
シ
ニ
の
二
四
聴
間
誘
ε
ス
キ
ア
パ
レ
リ
の
二
二

　
五
日
説
ご
あ
る
が
近
頃
叉
ピ
ツ
ケ
ジ
ン
グ
は
六
八
塒
問
説

　
を
出
し
て
居
る
。
要
す
る
に
断
乳
鏡
観
測
で
は
光
輝
の
張

　
い
割
合
に
班
黙
が
著
し
く
見
え
な
い
の
で
結
果
は
不
充
舜

　
で
あ
る
。
表
面
の
ア
ル
ベ
ー
ド
ー
は
0
・
七
六
ε
云
ふ
高

　
牽
で
甘
ん
ご
雲
の
そ
れ
に
近
い
。
種
々
の
事
情
か
ら
推
し

　
て
金
星
に
は
濃
厚
な
雰
園
氣
が
あ
る
ら
し
く
現
に
水
昏
絶

　
の
存
在
が
確
め
ら
れ
て
居
る
。

　
　
衛
星
は
未
だ
一
つ
も
認
め
ら
れ
て
み
な
い
。

馨
ん
せ
b
の
け
黒
く
わ
金
星
の
言
過
（
目
「
き
ω
降
o
h
＜
Φ
き
。
。
）
。

　
太
陽
、
金
星
辱
地
球
の
三
身
禮
が
一
直
線
上
に
來
る
た
め

　
我
地
球
か
ら
見
て
居
れ
ば
金
星
が
太
賜
の
表
面
を
通
過
す

　
る
様
に
見
え
る
現
象
を
云
ふ
。
二
四
三
年
毎
に
四
回
宛
起

　
り
時
期
は
六
月
の
始
め
か
十
二
月
の
始
め
に
限
ら
れ
る
。

　
近
代
の
現
象
は

一
五
一
入
年
六
月
二
口

一
五
二
山
ハ
弥
山
ハ
月
一
口
目

一
六
三
一
年
十
二
月
七
日

一
山
ハ
一
二
⊥
ル
年
L
T
二
日
〃
四
口
H

一
♪
u
山
江
一
年
山
一
周
川
山
ハ
ロ
μ

一
七
六
九
皐
六
月
三
目

】
八
七
四
年
＋
二
月
九
同

一
八
入
二
年
十
二
月
九
日

　
次
ぎ
は
二
〇
〇
四
年
六
月
八
日
及
び
二
〇
一
二
年
六
月
⊥
ハ

　
日
の
筈
で
あ
る
。
ハ
レ
ー
は
此
の
金
星
経
過
を
魏
測
し
て

　
太
陽
の
覗
差
を
計
算
す
る
事
が
出
誤
る
ε
主
張
し
た
爲
め

　
一
レ
制
⊥
ハ
一
年
以
來
諸
學
者
「
は
此
一
観
測
を
行
ひ
來
つ
た
。

馨
ん
ぜ
い
て
ん
近
着
黙
（
℃
0
目
　
9
ω
梓
「
O
コ
）
。
蓮
星
の
軌
道
上
に
於

　
て
相
互
の
距
離
が
最
小
の
場
所
を
云
ふ
。
（
連
星
を
見
よ
）


